
令和７年度  陽南中学校 学校評価書 

 

１ 教育目標（目指す生徒像含む） 

本校では，日本国憲法，教育基本法，学校教育法，学習指導要領等に示された教育の目標や内容及び本県の

教育行政の方針，さらに宇都宮市民憲章，宇都宮市学校教育スタンダード，陽南地区の教育的・文化的環境，

本校生徒の実態等を考慮し，健康で明るく気力に満ちた２１世紀を担う健全な生徒の育成のために，次の目標

を設定する。 

気力・体力・活力に満ちた生徒 

心情豊かで責任感の強い生徒   ○生徒指標：「よく学び，よく鍛えよ」 

自ら学び，創造性に富む生徒 

２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 

人権尊重の精神を基盤として，確かな学力，豊かな人間性，健康や体力など，変化の激しい社会を生きるた

めに必要となる「生きる力」を確実に身に付けさせるとともに，自分のもつ良さに気づき，将来にわたって自

分を高め，多様な人々と協働しながら自分と社会の未来を拓き，持続可能な社会の創り手となることができる

生徒を育成する。 

また，人間力の形成に向けて，全教育活動を通じて，「ほめて伸ばす指導（自己存在感・自己肯定感・自己

有用感など自尊感情を育む指導）」の充実を図り，自信と誇りをもって生き生きと学校生活を送る生徒を育成

していく。 

さらに，義務教育９年間を通して児童生徒の能力・態度等を育成していく観点から，小学校との連携を十分

に図った小中一貫教育を推進するとともに，本校の伝統でもある地域に根ざした特色ある教育活動を一層推進

していく。 

こうした教育活動がより効果的に実践されるよう，学校のデジタル化を進めるとともに，学校における働き

方改革を推進し，業務の効率化や労働時間の適正化を図る。 

 〔目指す教師像〕 

・ 組織人としての責任感や協調性をもち，互いに高めあう教師 

・ 優れた専門性と指導力をもつため，学び続ける教師 

・ 人間性豊かで信頼される教師 

・ 探求心をもち，新たな課題に対応できる教師 

 

３ 学校経営の方針（中期的視点） ※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針は文頭に○印を付ける。 

（１）学習指導要領や第２次宇都宮市学校教育推進計画後期計画の趣旨をふまえるとともに，生徒の実態や学

校・地域の特性を生かした特色ある教育課程の編成・実施に努める。 

（２）地域や世界とのつながりの中で生活していることを自覚し，身につけた力を地域や社会のために活用で

きる特色ある学校づくりと教育課程の編成に努める。 

（３）生徒の実態をふまえた個に応じた指導など，指導方法や指導体制の工夫・改善を図るとともに，家庭学

習を充実させ，生徒一人一人の確かな学力の育成に努める。 

（４）共感的な生徒理解を基盤として，発達の段階に応じた生徒指導の充実を図り，望ましい人間関係や豊か

な人間性・社会性の育成に努める。 

（５）道徳科の充実を図り，生徒一人一人の道徳的実践力を高めるとともに，読書活動や体験活動を一層推進

し，生徒の内面に根ざした道徳性の育成に努める。 

（６）健康管理や体力づくり，食に関する指導の充実を図るなど，生徒が将来にわたって健康的な生活を送る

ための基盤づくりに努める。 

（７）生徒の発達の段階に応じた組織的・系統的なキャリア教育，進路指導を推進し，社会的・職業的な自立

に向け必要となる能力・態度の育成に努める。 

【キャリア教育の視点】 

（８）保護者や関係機関等との連携を十分に図り，生徒の教育的ニーズに応じたきめ細かな指導や長期的な視

点に立った特別支援教育の充実に努める。 

（９）陽南地区の児童生徒の豊かな心や確かな学力の育成を目指し，義務教育９年間を見通した系統的な指導

や教職員の交流を通して，小中一貫教育の充実に努める。 

（10）よき伝統や教職員の創意工夫を生かしたり，地域の教育資源を積極的に活用したりする教育活動を推進

するなど，特色ある学校づくりに努める。 

別紙２ 

 

 



（11）積極的な情報提供など家庭・地域社会との連携を一層深めるとともに，地域協議会の活動の活性化を通

して地域に開かれた信頼される学校づくりに努める。 

（12）教職員が，生徒と十分かつ適切に向き合う時間を確保するとともに，ワークライフバランスの実現のた

め，業務の効率化や勤務時間の適正化を図る。 

【教職員の働き方に関する視点】 

  

 

 

 

 

４ 教育課程編成の方針 

（１）基本方針 

① 関連する法令と学習指導要領の示すところに従って編成する。 

② 校長の学校経営方針のもと，教育目標の実現を図るために編成する。 

③ 新しい時代に生きる生徒に必要な資質・能力の三つの柱である「学びに向かう力，人間性など」「知

識及び技能」「思考力，判断力，表現力など」のバランスのとれた育成を通して，「生きる力」の醸成

を目指して編成する。 

④ 各教科・領域の指導に当たっては， 令和３年度から全面実施された学習指導要領を踏まえ，生徒の

実態に応じ，「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善を進め，一人一人の生徒が分かる

授業の展開に努める。 

⑤ 生徒の人間として調和のとれた育成を目指し，心身の発達段階の特性を考慮して編成する。 

⑥ 地域や学校の実態を考慮し，「特色ある学校づくり」の基盤となるように編成する。 

⑦ 全教職員の参画と教師同士の連携・協力によって編成する。 

（２）留意点 

・ 教育の目的や目標の実現に必要な教育の内容等を教科等横断的な視点で再構築する。（全教科・領域を

通した話し合い活動の充実，主体的に学びに向かう集団作り，言語環境の整備等） 

・ 各教科，特別活動，総合的な学習の時間，国際理解教育，人権教育，環境教育等においてＳＤＧｓと

のカリキュラムマネジメントを図り，ＥＳＤ(持続可能な開発のための教育)の推進を行う。【教科横断

的な視点】 

・ 小学校及び中学校が一貫した教育課程の下で，地域住民等と連携及び協力をしながら教育活動を行え

るように努める。 

・ 保護者や地域の声を，学校評価等を通して把握し教育課程の改善に生かす。 

・ 地域の教育力を活用するなど，必要な人的又は物的な体制を確保する。 

・ 教育課程に基づき組織的かつ計画的に教育活動の質の向上を図ることに努める。 

 

５ 今年度の重点目標（短期的視点） 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○印を付ける。 

【学校運営】 

① 学力向上  

・ 基礎基本の確実な習得 

・ 授業改善を目指した GIGAスクール構想の推進 

・ ソサエティー5.0を生き抜く力を育てる 

② 見通しをもつ力（＝学びに向かう力）の育成 ～学校全体の教育活動を通して 

・ 特に学習指導・生徒指導・キャリア教育・生徒会活動との関連を図る 

③ SDGSカリキュラムマネジメント ～持続可能な社会の担い手を育てる 

・ 各教科・領域・生徒会との関連 

・ 地域未来会議 地域と生徒会の関連を図る（地域が目指す生徒像の策定） 

・ ＳＤＧｓプロジェクトチームの支援のもと，生徒会活動の活性化を図る 

・ 国際理解教育の推進 

④ 誰一人取り残さないウェルビーイングな学校 

・ ウェルビーイングの深化（個から場へ） 

・ 教育相談，不登校対策の充実 

[陽南地域学校園教育ビジョン] 

 地域に根ざした豊かな心を育む小中一貫教育 ～子どもの主体的な活動を通して～  

テーマ：生きる力を育むための学力保障と学校生活適応能力の育成 

  ～主体的・対話的で深い学びを通して～ 

 

  



・ 多様性を認める 

・ 地域未来塾 

・ チーム学校 業務改善 働きやすい職場 

⑤ その他 

○ 地域ボランティアへの参加など地域との連携を図った特色ある学校づくりを推進する。 

○ 小中学校間で課題の共有を図り，学校園全体で課題解決に取組む小中一貫教育を推進する。 

・ ホームページ，各種たよりの発行やＰＴＡ・地域協議会への情報提供などを通して，家庭や地域との

連携を一層深める。 

・ 部活動の適正な実施など業務の適正化を図るとともに，「働き方改革推進チーム（仮称）」を組織し，

ボトムアップによる働き方改革を推進する。 

・ 業務改善を進め，生徒と向き合う時間の確保を目指す。 

【学習指導】 

・ 「学業指導」の理念や「宇都宮モデル」を踏まえ，「はっきり・じっくり・すっきり」を意識した授業

を展開・改善し，生徒の学ぶ意欲の育成や基礎・基本の確実な習得に努めるとともに，一人一授業の

公開を基本とした研修に取り組み，授業力の向上を図る。 

・ 魅力ある学校づくり地域協議会と連携し，課外学習を実施することにより，学力の基礎・基本の定着

を図る。 

【児童生徒指導】 

・ 不登校対策プロジェクトチームの運用を明確かつ活性化させるとともに，家庭，その他関係機関と十

分に連携を図った教育相談体制を構築し，不登校生徒の減少に努める。 

・ いじめ防止にむけた効果的な取組を意図的・計画的に実践し，いじめの起こりにくい環境を構築する

とともに，積極的に取組の公表を行う。また，いじめ調査などの充実を図り，いじめの早期発見・早

期対応が機能する指導体制の充実を図る。 

・ 問題行動等の発生に対して，学校全体で情報の共有を図り，組織的に対応する体制を一層強化する。

（報告・連絡・相談の徹底） 

○ 外部講師等を招聘するなどして，スマートフォンなど情報機器の適切な使用について指導の充実を図

り，ネットトラブル等の未然防止に努める。 

【健康（体力・保健・食・安全）】 

・ 交通ルールやマナーの重要性を理解させる指導に力を入れ，自他の生命の尊重に努める生徒を育成する 。 

・ 体力向上や心身の健康の保持増進に心がけ，自ら安全に活動できる生徒の育成に努める。 

・ 食に関する指導の一層の充実を図るとともに，生徒の健康・安全管理の徹底を図る。 

  



６ 自己評価（評価項目のＡは市共通，Ｂは学校独自を示す。） 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇

所に下線を付ける。 

※「主な具体的な取組」の方向性には，Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入する。 

項

目 
評価項目 主な具体的な取組 

方

向

性 

評 価 
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徒 
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Ａ１ 生徒は，他者と協

力したり，必要な情報を

集めたりして考えるな

ど，主体的に学習に取り

組んでいる。 

【数値指標】 

→生徒の肯定的回答 85%

以上 

①「宇都宮モデル」などを踏

まえ，全教科で「学び合う活

動」を授業に取り入れ，生徒

のコミュニケーション能力(発

表力・発言力)の向上を図る。 

②生徒が学び合える活動等を

工夫し，教師がコーディネー

トすることにより，生徒のよ

さや努力したことを認め，励

ますことによって，生徒の学

習意欲を喚起する。特に発表

時における言語活動を意識し

た助言を大切にする。 

 

【達成状況】 

 

 

 

【次年度の方針】 

Ａ２ 生徒は，思いやり

の心をもっている。 

【数値指標】 

→教職員の肯定的回答

90%以上 

①特別活動や道徳教育の充実

を図り，学校生活全般を通し

て，相手の立場に立って物事

を考えたり，相手の気持ちに

気づかせたりする機会を大切

にした指導をする。 

②教師自らが見本となり，思

いやりを持った言動や指導を

行う。 

 

【達成状況】 

 

 

 

【次年度の方針】 

Ａ３ 生徒は，目標に向

かってあきらめずに，粘

り強く取り組んでいる。 

【数値指標】 

→生徒の肯定的回答 85%

以上 

①キャリアパスポートを活用

し，諸活動への取組や内容の

振り返りを行い，ＰＤＣＡサ

イクルを意識させながら，目

標の見直しや改善・向上につ

なげさせる。 

②キャリア教育との関連を図

り，今の学びと将来のつなが

りを意識付けながら，学級活

動での進路学習や教科学習を

進める。 

③１年生の「働く人に学ぶ

会」と，１年生を訪問する２

年生の社会体験学習発表会の

実施時期を連動させ，学年間

の縦のつながりをもたせる。 

 

【達成状況】 

 

 

 

【次年度の方針】 



Ａ４ 生徒は，健康や安

全に気を付けて生活して

いる。 

【数値指標】 

→生徒の肯定的回答 90%

以上 

①「交通安全教室」「薬物乱用

防止教室」各保健講座を実施

するとともに，他の教育活動

との関連を明確にして指導す

る。 

②地域学校園児童・生徒指導

部会で，交通ルール指導に関

する共通理解を深め，小学校

と連携しながら指導に当た

る。 

③登下校指導を実施し、交通

ルールの順守を繰り返し指導

する。 

 

【達成状況】 

 

 

 

【次年度の方針】 

Ａ５ 生徒は，自分のよ

さや成長を実感し，協力

して生活をよりよくしよ

うとしている。 

【数値指標】 

→生徒の肯定的回答 80%

以上 

 

 

① 学年・学級・専門委員会等
において目標を決めたり，学
校行事の目標を設定したりす
ることにより，活動の目標を
明確にし，生徒同士が共同的
に目標に向かっていく態度を
育成する。 
② 行事や委員会活動の振り返
りを通して，自己の良さや成
長を実感できるようにする。
また，他の生徒の良いところ
を互いに伝え合うなど，協力
して生活できる雰囲気を作
る。 

 

【達成状況】 

 

 

 

【次年度の方針】 

Ａ６ 生徒は，英語を使

ってコミュニケーション

している。 

【数値指標】 

→生徒の肯定的回答 80%

以上 

→教職員の肯定的回答

90%以上 

①英語科の授業で，生徒同士

及び生徒とＡＬＴのコミュニ

ケーション活動を取り入れ

る。 

②スピーキングテストの実施

内容の各学年内で深め、言語

使用の適切さとコミュニケー

ションの達成ができるように

働きかける。 

③国際社会で活躍できる生徒

の育成を目指し，「生きた英

語」に触れる機会をさらに増

やすとともに、異文化への理

解とコミュニケーションの大

切さを伝え、豊かな表現力の

育成に努める。 

 

【達成状況】 

 

 

 

【次年度の方針】 



Ａ７ 生徒は，宇都宮の

良さを知っている。 

【数値指標】 

→生徒の肯定的回答 80%

以上 

①総合的な学習の時間での宇

都宮学や働く人に学ぶ会，社

会体験学習，地域連携のボラ

ンティア活動等を通して，地

域との関わりの大切さを学ぶ

とともに，進んで社会貢献し

ようとする生徒を育てる。 

②働く人に学ぶ会や社会体験

学習を通して，地域に生きる

自分を自覚し将来への見通し

をもつよう働きかけるように

する。 

③陽南地区の各種ボランティ

アや行事等に参加し，地域の

よさを実感できるようにす

る。 

 

【達成状況】 

 

 

 

【次年度の方針】 

Ａ８ 生徒は，デジタル

機器や図書等を学習に活

用している。 

【数値指標】 

→生徒の肯定的回答 80%

以上 

①タブレットＰＣを活用した

授業での効果的な利用の充実

を図るとともに，思考力を高

め，表現力の育成を目指した

指導法の研究に努める。 

②学校図書館の授業での活用

を推進し，よりよい言語活動

や豊かな心の育成に努める。 

 

【達成状況】 

 

 

 

【次年度の方針】 

Ａ９ 生徒は，「持続可能

な社会」について，関心

を持っている。 

【数値指標】 

→生徒の肯定的回答 80%

以上 

①総合的な学習の時間で SDG

ｓに関する知識を得て，関心

を高め，国際的視野から自分

たちにできること活動に関心

を高める。 

②地域の諸団体と連携を行い

ながら、ＳＤＧｓの活動に取

り組む。 

 

【達成状況】 

 

 

 

【次年度の方針】 

Ａ10 教職員は，特別な

支援を必要とする生徒の

実態に応じて，適切な支

援をしている。 

【数値指標】 

→教職員の肯定的回答

85%以上 

①特別な支援を必要とする生

徒の実態把握や支援のあり方

について，教員一人一人の理

解を深める。学年や職員間で

共通理解に努め，指導に当た

る。 

②生徒指導係会や教育相談係

会で，生徒の実態や状況につ

いて情報の共有化を図るとと

もに，今後の対応について話

し合う。 

③不登校対策やＱ-Ｕ検査など

について，集団不適用や不登

校生徒の不安解消を図るとと

もに，適切な指導法について

研修を深める 

 

【達成状況】 

 

 

 

【次年度の方針】 



Ａ11 教職員は，いじめ

が許されない行為である

ことを指導している。 

【数値指標】 

→教職員の肯定的回答

80%以上 

①学校生活の中で，相手の気

持ちを考えた言葉遣いや態度

を取るように指導することを

通して，人権感覚を高める。 

②いじめのアンケート（年間

4回）や教育相談の結果を踏

まえ，生徒や保護者との信頼

関係を深めながら未然防止や

支援の充実を図り，全教職員

で共通理解を行う。 

③本校の「いじめ防止対策基

本方針」をホームページに掲

載し，各学年の保護者会を通

して，保護者に周知し，家庭

と連携して対策に取り組む。 

 

【達成状況】 

 

 

 

【次年度の方針】 

Ａ12 教職員は，不登校

を生まない学級経営を行

っている。 

【数値指標】 

→教職員の肯定的回答

80%以上 

①スタンダードダイアリーの

確認を通して，生徒の思いや

訴えを受け止め，適切な指導

や相談を行う。 

②教育相談(年 2 回)や普段の

日常会話での教育相談の機会

を通して，生徒理解に努め

る。 

③生徒の情報を多くの教職員

で共有しながら，校内資源の

情報提供を行い適切な支援の

充実を図る。 

 

【達成状況】 

 

 

 

【次年度の方針】 

目 

 

指 

 

す 

 

学 

 

校 

 

の 

 

Ａ13 学校は一人一人が

大切にされ，活気があ

り，明るくいきいきとし

た雰囲気である。 

【数値指標】 

→教職員の肯定的回答

85%以上 

① 学級活動や学校行事等にお

いて，生徒が目的意識をもっ

て協力しながら活動し，達成

感や自己肯定感を得られるよ

う活動を支援する。 

②行事や委員会活動の振り返

りを通して，自己の良さや成

長を実感できるようにする。

また，他者の良いところを相

互に伝え合うなど，自己肯定

感を高められるような振り返

りの工夫をする。 

 

【達成状況】 

 

 

 

【次年度の方針】 



姿 Ａ14 教職員は，分かる

授業や生徒にきめ細かな

指導を行い，学力向上を

図っている。 

【数値指標】 

→生徒の肯定的回答 85%

以上 

①「分かる授業」展開のため

の「一人一授業」を行い，参

観レポートを作成するなど，

相互研修を充実させ，個々の

授業力を向上させる。 

②家庭学習の充実に向け，ICT

の活用や助言，指導を的確に

行うための研鑽し合う機会を

作る。 

③「家庭学習の手引き」や

「家庭学習確認票」の利用を

通して、生徒の学習への意識

向上を図るとともに、保護者

への啓発に努める。 

 

【達成状況】 

 

 

 

【次年度の方針】 

Ａ15 学校に関わる職員

全員がチームとなり，協

力して業務に取り組んで

いる。 

【数値指標】 

→教職員の肯定的回答

80%以上 

①各主任や主事が計画的に連

携・協働するための小会議

（校務分掌部会，教科部会な

ど）等を設定するとともに，

校務運営委員会や学年主任会

の充実を図る。また，学年会

議を通して学年内での情報交

換・共通理解の充実を図る。 

②全職員に対して，希望研修

等についての周知を図った

り，ＩＴＣ支援員，ＳＣ等の

専門的な知識を持つ教職員と

の連携を深め，生徒支援の充

実を図る。 

 

【達成状況】 

 

 

 

【次年度の方針】 

Ａ16 勤務時間を意識し

て，業務の効率化に取り

組んでいる。 

【数値指標】 

→教職員の肯定的回答

85%以上 

①これまでの改善策を踏ま

え，従来の業務内容をもう一

度見直し，業務内容の精選を

行うなどして，勤務の改善を

図る。 

②部活動の活動頻度，活動時

間の意義の再確認，その他の

改善を図り，生徒，教職員に

負担の少ない運営を図る。 

 

【達成状況】 

 

 

 

【次年度の方針】 



Ａ17 学校は，「小中一貫

教育・地域学校園」の取

組みを行っている。 

【数値指標】 

→教職員の肯定的回答

85%以上 

①小中一貫教育の効果を共有

し，取組の充実を図る。各部

会の活性化をすすめ，乗入れ

授業や各種交流を通して，地

域学校園研究目標の達成に努

める。 

②小・中間で図書館，給食，

保健室の情報を交流し，指導

の充実を図る。 

③各部会や乗入れ授業を計画

的に実施し，各校間の交流の

活性化を図る。また，「ひまわ

りネット」など児童会，生徒

会の交流活動を計画，実施で

きるよう指導する。 

 

【達成状況】 

 

 

 

【次年度の方針】 

Ａ18 学校は，家庭・地

域・企業等と連携・協力

して，よりよい生徒の育

成に取り組んでいる。 

【数値指標】 

→保護者の肯定的回答 85%

以上 

→地域の肯定的回答 85%

以上 

①ＰＴＡ，生徒，教職員に対

して，地域行事等へのボラン

ティア活動の参加について，

積極的な啓発を行う。また，

校内での体験発表や報告の工

夫に努め，生徒の達成感等の

向上を図る。 

②ＰＴＡの関わる行事につい

て，ＰＴＡ執行部，学校，地

域の連携を図りながら，計画

的に企画，運営を行う。 

 【達成状況】 

 

 

 

【次年度の方針】 

Ａ19 学校は，利用する

人の安全に配慮した環境

づくりに努めている。 

【数値指標】 

→教職員の肯定的回答

80%以上 

→保護者の肯定的回答

85%以上 

①安全点検を実施し，危険個

所の把握や適切で迅速な対応

を検討し，安全な教育環境の

維持に努める。 

②教育活動全般について，学

校環境の安心・安全確保に努

め，ＰＴＡ等と連携しなが

ら，環境整備を図る。 

 

【達成状況】 

 

 

 

【次年度の方針】 

 

 

 

 

 

 

Ａ20 コンピュータなど

のデジタル機器やネット

ワークの点から，授業

（授業準備も含む）を行

うための準備ができて

る。 

【数値指標】 

→教職員の肯定的回答

80%以上 

① 教員は１人１台端末の使用

に関して研鑽に努め，校内研

修などの機会を活用して共通

理解を図るなどし，授業で効

果的に活用できるようにす

る。 

② ＩＣＴ機器（Chromebook）

を積極的に活用し，充実した

学習活動を保障するために校

内環境整備に努める。 

 

【達成状況】 

 

 

 

【次年度の方針】 



学

校

の

特

色

・

課

題 

等 

Ｂ１ 生徒は，時と場に

応じたあいさつをしてい

る。 

【数値指標】 

→生徒の肯定的回答 90%

以上 

→教職員の肯定的回答

80%以上 

①普段の学校生活や授業で正

しいあいさつができるよう，

教師が進んで範を示す。 

○②生徒会のあいさつ運動を

推進させ,日頃から進んであい

さつができる雰囲気を，学校

全体で作る。  

【達成状況】 

 

 

 

【次年度の方針】 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ２ 生徒は，きまりや

マナーを守って，生活を

している。 

【数値指標】 

→生徒の肯定的回答 90%

以上 

→教職員の肯定的回答

90%以上 

①学業指導の徹底を図るた

め，学級委員長や生活委員会

が中心となって呼びかけを行

い，生徒の自発的・自治的な

活動の充実を図る。 

②学級活動や生徒会活動など

の集団活動を通して規範意識

の向上に努める。 

③生徒心得・校則の見直しに

ついて、中央委員会で協議

し、随時変更していく。 

 

【達成状況】 

 

 

 

【次年度の方針】 

Ｂ３ 生徒は，友達や周

囲の人々とお互いにコミ

ュニケーションをとるこ

とで，生活をよりよくし

ようとしている。 

【数値指標】 

→生徒の肯定的回答 90%

以上 

→教職員の肯定的回答

90%以上 

①生徒が自分の思いや考えを

自由に言える雰囲気づくりを

行い，思考力・判断力・表現

力を育む。 

②グループ学習の機会を増や

し，「意見を出し合い，共に考

え合える」場を設定すること

でコミュニケーション能力を

高める。 

③時や場所に応じた、言葉遣

いをするよう，日々指導して

いく。 

 

【達成状況】 

 

 

 

【次年度の方針】 

Ｂ４ 生徒は，宿題や自

主学習，読書など家庭学

習をしている。 

【数値指標】 

→生徒の肯定的回答 90%

以上 

→教職員の肯定的回答

90%以上 

①「家庭学習の手引き」や

「家庭学習の記録」を活用

し，宿題の出し方を工夫する

とともに，1人１台端末を活

用しながら，家庭学習の習慣

を段階的に身に付けさせ，家

庭学習の充実を図る。 

②自主学習の大切さや考え方

の助言をし，指導を継続する

ことで，生徒の「主体的に」

「学びに向かう力」の育成に

向けた指導法を実施，工夫す

る。 

 

【達成状況】 

 

 

 

【次年度の方針】 

 

 



〔総合的な評価〕 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該

当箇所に下線を付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

７ 学校関係者評価 

 

 

 

 

 

 

 

８ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）  

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該

当箇所に下線を付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


